
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２２日（金）～3 月 28 日(金)まで、長崎市主催で長崎原爆資料館地下 2 階

円形パピリオンにてノーベル平和賞受賞記念企画展が開催されました。長崎被災協

や関係者が招かれ1月22日(金)午前9時 オープンセレモニーが開催されました。 

鈴木市長の挨拶、横山照子・長崎被災協 

副会長の挨拶などのあと、参加者たちはパ 

ネル展を見学しました。 

パネルではノーベル平和賞授賞式の写真 

のほか、長崎被災協の歴史や長年にわたる 

活動が紹介され、ノーベル賞のメダルのレ 

プリカや、オスロでのたいまつ行列で使わ 

れた横断幕なども展示されました。 

長崎被災協・二世の会・長崎＆諫早の活動の写真が展示されました。多くの学生、

市民、観光客が長崎原爆資料館を訪れ、展示を見ていました。 

 

核兵器禁止条約が発効して 4年になることに合わせ「核兵器禁止条約の会・長

崎」が 1 月 19 日につどいを開きました。被爆者 4 団体が呼びかけて結成された

た会で、日本の一日も早い核兵器禁止条約の署名・批准を、条約にすべての国が参

加するよう求めています。つどいには被爆者や被爆二世、市民など約１００人が参

加しました。                                                 

１月 22 日に条約発効から 4年が経ちますが、日本政府は核保有国が参加していな

いことを理由に署名していません。ノーベル平和賞授賞式に参加した横山照子さん

長崎市主催 ノーベル平和賞受賞記念企画展 
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や朝長万左男さんらが、核兵器についての思いを語り、最後に南山高校の演劇部の

生徒たちがアピール文を読みあげました。  

2 月 7 日(金)「被爆二世､三世全国連絡会」では､全国から被爆二世､三世 19 名が

参加し､昨年に続き､2 度目の厚労省要請を行いました。 

長崎被災協・二世の会・長崎の大越富子副 

会長と柿田富美枝理事が参加しました。 

 厚労省の石井慎太郎･原子爆弾被爆者援護対                

策室室長補佐に､全国からの署名 11,143 筆を                

提出しました。そのあと｢被爆二世､三世に被                 

爆者援護に関する法律の適用を求める要求｣要                

請書を森川聖詩･代表世話人が手渡しました。                 

1 時間半の要請の中で、被爆二世、三世 11 名                 

それぞれ家族の病歴、現状を詳しく語り、国へ医療保障を求めました。                      

私達の要求に対し、厚労省担当室長補佐は「放影研の研究だけに必ずしもこだわる

わけではない。国際的な研究も見ていく」と答えました。紹介議員に井上哲士参議

院議員、そして西岡秀子衆議院議員、山田勝彦衆議院議員が挨拶し、阿部知子衆議

院議員秘書が出席しました。NHK 長崎や京都新聞など 6 社が取材を行いました。 

厚労省要請は繰り返しおこなっていきます。被爆二世、三世の状況を広く市民に知

ってもらい、国会議員やマスコミに知らせていきたいと考えます。 

「被爆二世､三世全国連絡会」では、平信行（京都被爆二、三世の会）奥尾秀之

（広島県被爆二・三世の会）、柿田富美枝(長崎被災協・被爆二世の会・長崎)、森

川聖詩（神奈川県被団協二世部会）の４名が世話人で、森川が代表世話人を務めま

す。今年は広島での全国交流会や長崎での学習会など開催されます。 

2 月 27 日､福岡県教育会館で開催された｢九州ブロック相談事業講習会」には九

州各県から 61 名､長崎から被爆者 6 名､被爆二世 4 名､市民 1 名が参加しました。 

「ノーベル平和賞受賞と日本被団協の被爆 80 年に向けた課題」と題し､田中煕巳・

代表委員が講演しました。そのあと、原玲子・日本被団協中央相談所委員会委員が

「被爆 79 年の今 ―被爆者の援護・介護問題―」について話しました。国家補償､

被爆二世、三世で厚労省要請 
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社会保障についての質問も出されました。九州各県の二世も多く参加し、各県被団

協を支える大きな力になっていることを感じました。 

3 月 8日（土）14時~16時 30分、長崎被災協の主催でベネックス長崎ブリック

ホール国際会議場にて、長崎平和フォーラムが開催されました。長崎新聞社の共催、

平和推進協会、ララコープ、保険医協会、ジャパネットグループ、県生協連の協力に

よるものでした。基調講演は田中重光会長が長崎新聞社の佐々木亮記者の問いかけ

に答えるという形式で、ユーモアを交えながら和やかに行われました。   

 そのあと、鈴木史朗・長崎市長、井手こずえ・ララコープ会長、横山照子・長崎

被災協副会長、長崎被災協・二世の会・長崎の大越富子副会長、同二世の会・諫早

の大宮美喜夫事務局長が登壇し、パネルディスカッションが行われました。林田光

弘・ピースエデュケーションラボ長崎の代表理事が進行役で、核兵器廃絶、被災協

の活動、二世の会の活動、これからの継承について話し合われました。 

 ノーベル平和賞は被爆者が自らの体験を語り、核兵器廃絶を訴えてきた活動が評

価され、日本被団協に授与されました。ノーベル平和委員会のフリードネス委員長は

「日本の新たな世代は被爆者の経験とメッセージを引き継いでいる。彼らは世界中

の人々を鼓舞し、教育している。そうすることで彼らは、人類の平和な未来の前提条

件である核のタブーを維持することに貢献している」と話しました。 

まさに私たちにとって、次世代に被爆の実相を伝え、引き継いでいく決意を新たに

するフォーラムとなりました。 
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毎月 3日 16時から 17時まで、長崎市浜 

の町鉄橋にて、憲法 9条の碑建立のための 

街頭宣伝が行われています。 

 被災協の被爆80年事業として、被爆の丘 

に戦争反対、平和の思いをこめて、憲法 9条 

の碑を建立するため、被爆者やさまざまな団 

体が協力し、活動しています。 

 より多くの市民に憲法 9条を知ってもらう 

ため、また建設費用の募金をお願いするため、長崎被災協・被爆二世の会・長崎の会

員も街頭宣伝に毎回、参加しています。 

 ご都合のつく方は短時間でも結構ですので、ぜひご参加ください。 

被爆 80 年記念事業として、被災協が 8 月 9 

日に発行する 80 年記念誌の編集委員会がこれ

まで 15 回行われています。記念誌をどんな内

容にしていくのか、話し合いを重ねました。 

また、被爆者を訪問して、被爆体験を聞き取

りました。集まった多くの原稿の校正作業な

ど、被爆二世の会・長崎＆諫早の会員が参加

し、長崎被災協の記念誌制作を支えています。 

長崎被災協を結成するときの大きな力となった長崎 

原爆青年乙女の会は最も古い被爆者の会です。 

記念碑前のつどい   5 月 11 日(日)13 時～14 時 

（原爆資料館 正面入口下の円形広場） 

小峰秀孝さんを偲ぶ会  5 月 11 日(日)14:30～16 時 

(長崎被災協・地下講堂) 

昨年 11 月に逝去された前・青年乙女の会会長の 

小峰秀孝さんを偲び、思い出を語り合います。 

二世の会会員が被爆者、市民とともに企画しました。 

憲法 9条の碑 街頭宣伝 

記念誌編集委員会    

原爆青年乙女の会記念碑の集い、偲ぶ会 

 

 

 



二世の会の共催です。ぜひご参加ください。参加費無料 

4 月 13日(日)福岡被爆二世の会の南嘉久会長ら 7名が長崎を訪れ、親の被爆地を 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
長崎被災協・被爆二世の会・長崎 

2025 年度総会 
 

と き：5月 25日(日)１３時から 
ところ：長崎市民会館 
決算報告、予算案、活動報告、活動計画等の討議のあと、会員の皆さんでこれから

の二世の会の活動についてなど、自由に話し合いますので、ぜひ、多くの方の参加を

お願いします。 

 
 

 

 
 

福岡被爆二世の会と交流会 

2025 年度総会 

      

歩くという目的でのツアーで、被災協事

務所に立ち寄られ、地下講堂で被爆二世

の会・長崎＆諫早の理事などと交流会を

おこないました。それぞれの親の被爆体

験、継承活動、二世の会の活動や、平和

への思いなど、皆で出し合いました。  

このような集まりはまた行いたい、そし

て次は役員だけでなく、広く会員に呼び

かけて開催しようという声があがってい

ます。 
 

会員の皆さん、メールアドレスをお知らせください 

皆さんにお知らせする情報を Facebook や LINEで発信した 

いと思っていますが、十分にはできませんでした。 

急ぎ情報発信するときに一斉送信ができるよう、メールアド 

レスをお知らせください。LINEはこちらの QR コードから登録ください。 

 

 

 


